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＜連絡事項＞

· 2/15・17に予定されているグループ内研修の内容が、

｢伝達講習：精神科初任者研修・薬物療法｣から｢伝達講習：精神科初任研修・記録｣

へ変更となっています。日時や場所、講師の変更はありません。

＜患者様連絡事項＞

伊藤　義彦様～ご家族より連絡あり、本日の１５時～１５時半の間に母様・弟様の面会あり、１５:３０以降より田名部Ｄｒ・ＰＳＷの面談となっています。

村上　幸子様～生活習慣・服薬指導について患者様の退院日も決定し、今後

家庭で生活を送る上での基盤作りの援助を行って頂いています。

今週末(2/17か2/18)御家族が来院された際、生活習慣・服薬指導について

説明をしますが、御家族に説明する際、患者様ご本人に説明されたポイントをスタッフ全員が周知できるよう受け持ちＮSより、説明して頂くこととします。

ＰＳＷ下平より本人御家族とともに計画したケア計画を説明して頂きましたが、アドバイスを頂きながら、より充実したケアをチームで提供できる様にしまた、対応スタッフが効果的にご家族へ情報提供できるよう検討していきましょう。

＜転院＞

· 浅野　秀子様～本日、痔核の手術終了し順調に経過したことから、赤十字病院より

　　　　　　　　　当院へ再入院。主治医診察により、処置が、患部の保清と軟膏処置のみで精神症状安定しているため北病棟での療養となっています。

　　　　　　　経過・痔核の手術目的にて２月７日赤十字病院入院。２月８日痔核根治術施行(３°・２°の２ヶ所)。術後はウォシュレット保清と、ネリプロクト軟膏処置行なっている。痔核への不安も軽減されている。

次回外科外来受診日・３月２日(金)9時受診予定となっています。８時半に来られ妹様

　　　　　　　　　　付き添いでの受診との事です。今後は、肛門部の変化がある時に受診とのです。

食事形態・手術後、主食全粥であったため、本人現在も全粥希望しているため、主食：全粥、副食：普通食となり、本日の昼食より開始となっています。

・便を出そうと、出ないときは怒責しようとすることで、直腸脱の傾向あるため、下剤・水分摂取・適度な運動促し、排便のコントロールしていくよう情報提供あります。また、ウォシュレットが無いため、肛門部の保清のため、中性洗剤の空の容器を使用に微温湯入れ、本人に施行してもらうことを検討しています。ネリプロクト軟膏は１回／１日の挿入となります。

　また、疲労感の訴えあり、現在自室で休まれており、各プログラム導入に関して、トイレへ行けない事が不安の基となっているため、統一した対応について検討し、主治医へ情報提供していきましょう。

受け持ち担当・工藤ＮＳ、佐々木ＳＷ

　　　　　

＜皮膚科診察報告＞

· 田野畑　忠夫様～下腹部の急性湿疹改善みられず、2月16日(金)朝から2月22日

　　　　　　　　　(木)夕までタベジール2Ｔ　2×1/7日分(朝・夕)の処方となって

　　　　　　　　　います。体重増加に伴い、衣服の締め付けによる患部の悪化を予

　　　　　　　　　防するため、体重コント-ロールや衣服の調節を行い、観察して

　　　　　　　　　いきましょう。

· 五日市　規様～右第１趾の急性湿疹が軽度の表皮剥離と乾燥がみられるため、

　　　　　　　　ケルガ-クリーム１回/1日→デルモゾールＧ軟膏１回/１日へ

　　　　　　　　軟膏処置変更となっています。引き続き、掻痒感・患部の状態について観察していくこととします。

＜安ヶ平Dr診察報告＞

· 小比類巻　昇様～昨日、２月1４日(水)にスタッフ付き添いで、交通機関利用目的

　　　　　　　　　で外出訓練し、バスの乗降や料金の支払いについて戸惑う事無くできたと話されています。主治医より、病院周辺の単独外出の許可を得ています。病院周辺の散歩や買い物を積極的に促していきましょう。その際には、帰宅時間や行動の指定範囲の説明、所在の確認を行ない関わっていきましょう。

　

＜ＳＳＴセッション評価＞

· Ａグループ～｢自分の気持ちを伝える｣をテーマにロールプレイ行なっています。

　　　　　　　本田様は、母へ外出依頼の電話をかける練習行なっており、｢外出したいので迎えに来てほしい｣と簡潔に話していますが、いい忘れがあり、事前に事前に言いたい事をまとめてから伝えるよう、アドバイスしています。全体としては、｢退院したい｣、｢家へ帰りたい｣という方が殆どだが、退院する為に具体的にどうしたらいいか分からない事から、次回のＳＳＴで話し合うこととしています。

· Ｂグループ～全員に共通している挨拶や会話について、普段気を付けている事につ

いて述べていただいています。

1 相手の事を考え、タイミングを見計らって声をかける。

2 自分が疲れていない時

3 笑顔で挨拶・会話する。

その後、ロールプレイ行い、それぞれの評価について良かったと漠然とした答えが聞かれるため、もう少しこうすればもっと良くなる所など、上手く引き出すような関わりが必要です。次回は短期目標を設定し達成するように、困った事・練習したい所を挙げて進めて行くこととします。

· Ｃ･Ｄグループ～スタッフの人数の関係により合同で行なっておます。伊藤義彦様

　　　　　　　　　が北でのＳＳＴは初めてということもあり、自己紹介しています。

　　　　　　　　　自己紹介では、笑顔見られ、適度に周囲と視線を合わせながら趣味や北病棟での意気込みなどを穏やかに話されています。

　　　　　　　　　全体へ、自己紹介は相手に自分を知ってもらうための表現技法であり、地域へ復帰した時や病院療養中でも自己紹介する機会が多くある事伝えています。いざ、自己紹介になると消極的と方が多いため、次回は、伝えたい事を上手く表現するにはどうしたらいいのか話し合ってもらう事とします。


































